
日蘭アップサイクル建築・まちづくり展
場所：駐日オランダ王国大使館 (東京都港区芝公園３丁目６−３)
日時：2024年３月５日（火）～３月６日（水） (事前登録・招待制) 
主催： JST COI-NEXT「リスペクトでつながる「共生アップサイクル社会」共創拠点」

デジタル駆動超資源循環参加型社会コンソーシアム アップサイクル都市モデル分科会
慶應義塾大学KGRI  環デザイン＆デジタルマニュファクチャリング創造センター

共催：駐日オランダ王国大使館

展示参加企業：大成建設株式会社、株式会社オカムラ、花王株式会社、
大成ロテック株式会社、TOPPAN株式会社、株式会社放電精密加工研究所、
三菱ケミカル株式会社、ヤマハ発動機株式会社、YKK AP株式会社

お申込み方法：時間指定の招待制となっております。
本ご案内を差し出した招待者へ、参加希望を直接お申し出ください。

（お問い合わせ）アップサイクル都市モデル分科会事務局 大成建設株式会社 羽角(080-9579-4367)

開催趣旨：

現在、世界各地で「循環型まちづくり」の取り組みが進められています。

なかでもオランダでは、廃棄された資源を合理的にアップサイクルし、社会の中で豊かに使い尽くす工業的・技術的プロセスを通じて、
新たな循環をつくりだそうとする実験が先進的に進められています。

一方日本では、「循環」という言葉から自然の生態系や神羅万象のアニミズムを連想する場面も多く、生物多様性や天然資源、生物的
サイクルとの連関で活動が推進されていく側面があります。

本展覧会では、オランダと日本、それぞれが「循環」に対して持っている世界観や特徴、文化的前提を互いにリスペクトしたうえで、
さらに今後、互いの良い部分を高次に融合していくための「共生アップサイクル」について考えます。

会場には2024年夏に制作予定の移動型資源回収施設「ゼロウェイステーション」の模型、CG、モックアップ等、さらには、
より機動的にまちを巡回可能な「循環車」の試作品を展示し、日本の「循環型まちづくり」へ向けた具体的な構想と戦略を示します。
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